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匿屋園圏

日本社会の未来を拓くには

～大学と企業の役割～
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学長対談
日本

ー
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未来を拓くに
業の役割

キ ー ワ ー ドは「多様性」

大城 モデルのない新しい時代を切り拓いていく有為な学
生を輩出するためには、大学が時代の変化を的確に捉えて、
不断に改革していかなければならない、という感を強くして
います。

北山さんは、社会全体の構造変化に共通するキー ワ ー ドは
「多様性」であり、人生100年 時代には、多様な年 齢層の学
びの場が必要だと話されていますが、それとの関連で学生に
も多様な能力を身につけさせることが必要であるということ

でしょうか？
北山 琉 球 大 学 のURGCC(Universi ty of the 
Ryukyus Global Citizen Curriculu m)の学習教育目

標とされている、自律性、社会性、コミュニケ ー ションスキル、
情報リテラシー といった普遍的な問題解決力は、どんな専門
の分野に進むとしても、人間のベ ー スとして持つ必要がある
ものです。

学生時代に、知識といったいわゆる「認知能力」に加えて、
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人間のベ ー スとしての忍耐力や社会性等の「 非認知能力」を
向上させた上で、 その後、 プロフェッショナリティを身につけ

ていく必要があります。大学の4年 間では、プロフェッショナ
リティの最初の部分を学び、社会人になって会社等で、 ある
いは大学院に進学してから、 自分の専門分野を深めていくと
いうことだと考えています。

最近、 「 人生100年 時代」と盛んに言われていますが、こう
した時代において、 社会人になってからの学び直しは更に重
要になります。しかしながら、 皆さんもご存知の通り、 大学に
おける25歳以上の学生の割合は、 OECDの平均が20 ~ 

25％であるのに対し、 日本では2％前後にとどまっており、
わが国では社会人の学び直しは殆ど普及していないのが実
情です。

振り返れば、 1970~80年 代に「これからは人生80年 時

代」であるとして、生涯学習の重要性が叫ばれて、 1980年 代
に文部科学省に「 生涯学習局」ができた経緯があります。す
なわち、 30年 以上も前から、 生涯学習やリカレント教育の重
要性は言われていたにも関わらず、 社会人の学び直しにつ
いては成果が出ていないということです。なぜうまくいかな
かったのか、 その原因をしつかり検証していく必要があります。

若者に必要な精神的なタフネス

大城 本学のURGCCについては、平成24年 度の入学生か
ら適用しておりますので、もうすでに二期生が出ています。そ
の社会的な評価はまだいただいていないんですが、 学生も
変わりつつあると思っています。

URGCCは七つの教育目 標を定めています。このURGCC
が、総合的な人間力を備えた人材の育成につながるのかど
うか、あるいは欠けている点があればご指摘いただければ、

今後改善していきたいと考えておりますので、よろしくお願
いいたします。
北山 URGCCは、 私が先程の講演でお話しした、 若い皆さ
んに伝えている「目 指すべき人間像」とほぼ同様の概念だと
思います。大学教育の質保証という意味では、日本学術会議
が学問的な面での参照基準を作成していますが、琉球大学

のURGCCは、もう少し人間力的な、 普遍的な力というところ
にまで踏み 込んだ優れた取組み だと理解しています。
若者や若い社会人が成長していく上では、肉体的なタフネス
はもちろんですが、チャレンジ精神や、精神的なタフネスと
いった面が非常に重要です。URGCCの取組み を通じて、演
習や授業など、 様々 な場面を通じて子どもたちに目 を配り、

チャレンジ精神や精神的なタフネスも育んでいってほしいと
思います。
大城 チャレンジ精神と、精神的あるいは肉体的なタフネス
というお話でした。タフネスのことを沖縄の言葉で 「 チュー

学長対談
日本社会の未来を拓くには

～ 大学と企業の役割 ～

バー 」と言いますけれど、実は以前に「 チュー バー 学生を作ろ
う」というプロジェクトを走らせたことがありますが、途中で

ストップしてしまい、 再挑戦しなければいけないと思っている
ところです。

社会人の学び直しの場としての大学について、 多様なニ ー

ズがあります。現役で新たな能力開発をするという場合もあ
りますし、子育て等で離職したり休職したりして、そこから復
職する場合など、 様々 な動機を持った社会人がいるかと思い
ます。

特に現役の社会人の場合、学び直しのために大学に行き
たいということであっても、 なかなかそれが許されない職場
環境がある。本学でも夜間主コ ー スを設けておりますが、社
会人の志願者が少ないのが現状です。

再チャvンジが出来る社会に

北山 社会人の学び直しについては、仰るように「働きなが
ら」というと、職場との関係もあり簡単ではありません。わが
国の社会全体として、 企業のこれまでのやり方を変えていく
必要がある、ということではないかと思います。

また、 学校については、 大学に加えて、専修学校や専門学
校で実務的なスキルを身につけたり、資格を取ることが考え
られますが、平成3 1年 4月からは、 新たに専門職大学の制度
がスター トします。18歳の子どもの新たな進学先の選択肢と
なるほか、社会人の学び直しを推進する場にもなります。

これらの学校に社会人が実際に通えるようにするために
は、 ①年 数はかかっても、単位の取り方を、 小さな塊で継続し
てずっと取っていくような仕組み を可能にする、②職場と学
校を行ったり来たりできるような形にするなど、 工夫を凝ら
していく必要があろうかと思います。
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社会人の学び直しという、過去30年 間以上、 殆ど成果が
出なかったテー マを今度こそ実現するためには、厚生労働省
や文部科学省をはじめとする官庁 、 企業、学校も変わらなけ
ればならないし、働く人の意識も変わらなければなりませ
ん。 これまでの反省を踏まえて、いろいろな手段を考えていく
必要があると思います。
大城 働き方改革との関連で、社会人の学び直しに関して、

日本という社会も多様性を持つ必要があるのかなと、個人的
に思っています。

社会人が学び直し、あるいは転職をすると、それがポジ

ティブに受け入れられる社会ということですが、例えばアメリ
カで転職すれば、アメリカンドリー ムをつかむことができる。
しかし我が国で、私の身の回りを見ますと、 転職すると条件が
悪くなっていくということが往々 にしてあります。

やり直しのきく、懐の深い社会になっていくことができれ
ば、 個人の選択肢も増えて、 希望とかあるいは幸福感、 満足
感が高まっていくのかなと思っています。

北山 日本の伝統的な雇用の特徴は、年 功序列と終身雇用
に代表されると考えられます。 これらの制度には、終身雇用
と年 功的な給与水準が保証される一 方、会社への滅私奉公
を求められるという、いわば「アメとムチ」の両面があります。
もちろん、 若い人の意識の変化もあり、 現在は30 、 40年 前と
比較すれば状況は随分変わっており、銀行でもワ ー クライフ·
バランスといった点を非常に重視しています。

また、銀行の組織については、 「減点主義的」と言われるよ
うに、 保守的な側面があるのも事実ですが、 これについても
意識は変わりつつあります。 こうした企業等の意識が変化し
ていくことを通じ、 社会全体として、やり直しのきく社会、再
チャレンジが出来る社会に変わっていくのではないかと考え
ています。

もう一 つ、個人的に興味を持って見ているのは「転勤」の問
題です。 地域限定型といった働き方もありますが、 多くの会
社において、いわゆる総合職については、 「 明日、転勤です」
と言われて、東京から北海道や九州 、 海外に速やかに異動す
るという、 家族や家庭を重視する諸外国では考えられないよ
うな制度が続いています。 こうした転勤の制度についても、

若い人たちの意識が変わりつつあるなか、人口減少に伴う
労働力不足や、スキルのマッチする人材への需要から考える
と、早晩、変化していかざるを得ないのではないかと考えて
います。

地域に軸足を置いた国立大学として
モデ）Vケースに

大城 沖縄の経済や社会の課題に対して、琉球大学がどう
取り組んでいるのか、ご紹介したいと思います。

まず全国的に見ますと、地域的には人口が減って、就業者
が減って、高齢化が進行して、地域経済が疲弊していると言
われていまして、地方創生ということが、今、政府の施策の柱
になっていますが、沖縄については、人口が増えていますし、
観光客が増えています。 非常に元気があると言われています
が、個人的には残念ながら、そういうエネルギ ー を伸ばしき
れておらず、全体的に少し閉塞感があるのではないかと思っ
ています。

琉大としては、今、人文社会科学研究科で、自治体職員の
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政策形成能力の向上というプログラムを提供しており、 現に
自治体職員が入ってきています。

二番目 は、 所得格差の拡大と子どもの貧困の顕在化とい
うことがあります。 全国的に見ても、 所得格差が拡大してい
る。 沖縄では子どもの貧困とか、 あるいはシングルマザ ー 世
帯の所得の問題が、 社会的に注目 されておりますけれども、
所得格差が教育格差を生み 、 教育格差がさらに所得格差を
生むという悪循環、 あるいは負の連鎖 、 貧困の固定化が生じ
ています。

これに対して、平成28年 4月に、内閣府と沖縄県の支援
を受けまして、本学が事務局を勤める「大学コンソ ー シアム
沖縄」に「子どもの居場所学生ボランティアセンター 」を設置
しました。 センター に登録した学生を「子どもの居場所」へ派
遣して、学習の支援をはじめ、子どもたちに寄り添った支援
をしている。 それによって子どもたちの自己肯定感を高め

て、 健やかな成長をサポー トするというところで、 沖縄におけ
る子どもの貧困問題の解決に取り組んでいます。

それから、沖縄における米軍基地の負担軽減の一 つとして
軍用地跡地の返還があり、西普天間住宅地区返還地におい
て、 沖縄健康医療拠点の中核施設として、 琉大医学部と附属
病院の移設が位置付けられています。 健康医療分野での先
端的な研究などを導入していくことになっています

もう一 点、 沖縄県は島嶼県と言われ、 160の島が点在して
います。 そのうち49の島が有人島ですが、過疎化が進行して
いる。 そういう問題に対して、 今年 度、 内閣府沖縄振興局の
事業として、 沖縄県島嶼地域ネットワ ー ク高等学校構想（仮
称）が走っています。 今のところ設置形態等については未定
ですが、 将来的に可能であれば、琉大附展通信高校のような
ものを設置し、離島における高校教育と大学教育を切れ目
なく実施していきたいと思っております。 最後に、 地域貢献

型大学としてCOC事業の実現に向け、経済界あるいは自治
体との連携を図っているところです。
北山 琉球大学が、 沖縄の経済発展、社会発展への課題に対
して、 様々 なプランニ ングや、 実証実験も含めて、多大な貢献
をされていること、 そのご努力に敬意を表したいと思います。

皆さまもご存じの通り、国立大学の機能強化に係る 3類型
において、 琉球大学を含む55校が、地域に軸足を置いて展
開をしていくグルー プを選択していますが、 とりわけ琉球大

学については優れたモデルケ ー スになると考えています。 沖

縄県の経済や社会が抱える諸課題について、産官学で議論
し、 どう解決していくのかリー ドするのが、国立大学としての
琉球大学の大きな役目 です。

そうした取組み を通じ、 琉球大学が、 沖縄はもちろんのこ
と、 日本全体、更にはアジアとのゲ ー トウエイとなる訳です。
また、 卒業後に、そうしたことに携わって貢献できる職業に
就いたり、 実際にリー ダ ー シップを取れる学生たちを数多く

輩出していくことが、琉球大学の極めて重要な役目 であろう
と考えております。

琉球大学が地方に軸足を置いた国立大学モデルケ ー スと
しそ 、 一 層発展されることを心から祈念し、エー ルを送らせて
いただきます。 本日はどうもありがとうございました。
大城 大変お忙しい中、 どうもありがとうございました。
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ちゅら島の未来を創る
知の津梁（かけ橋）

．： 

より 一 層の地域貢献を実現する新たなステ ー ジへ

琉球大学は、平成25年度文部科学省の大学COC事業「地（知）の拠点整備事
業」の補助事業に採択されさした。本学はCOC事業を「ちゅら島の未来と創る
知の津梁（かけ橋）」と名付け、多彩なプロジェクトを展開してぎ吐した。
補助期間は平成29年度で終了し注したが、地域貢献型の大学としての活動は始
吐ったばかり。琉球大学coc事業のこれ吐ての事業内容とをの成果をあらため
て振り返るとともに、今後の継続的な展開についての基本方針をご紹介し吐す。

文＝大学coc事業担当／地域連携推進機構生涯学習推進部門
特命准教授博士（政策研究）空閑睦子（くがむつこ）
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大学が地域の中核的存在に
文部科学省の大学coc事業「地 （知）の拠点整備事業」 の

COCは、 「Cen ter of Commun ity」の略で、大学が地域ミュ

ニティの中核的な存在となることへの期待が込められていま
す。 これからの大学には、大学のさまざまな資源を活用しなが
ら、地域を志向した教育•研究•社会貢献活動を行い、地域が直
面する諸課題に取り組むことによって、地域コミュニ ティの中核
的存在となることが求められているのです。

この文部科学省大学coc補助事業に、全国の大学からさま
ざまなアイデアが寄せられました。 「 ちゅら島の未来を創る知の
津梁 （かけ橋）」と銘打った琉球大学のCOC事業も採択され、平
成25年 に事業がスター トしました。

文部科学省による大学coc事業補助期間は平成25年 度か
ら平成29年度までの5年 間であり、補助期間は昨年度で終了し
た形です。 しかし、後述しますが、文部科学省による補助期間終
了後も、これまでの事業を基本的にはすべて、また、さらに発展
させながら継続していく方針です。

大学coc事業では、沖縄県や県内の各市町村等と連携する
形で、地域社会に貢献できる人材を育成するプログラムの開
発•実施をメインとしてきました。 これに加えて、より「 若者の地
域定着」や「新産業・雇用創出」にフオ ー カスした、文部科学省の
補助事業である「地 （知）の拠点大学による地方創生推進事業
(COC+）」にも採択され、「新たな地域社会を創造する『未来叶
い （ミライカナイ）』プロジェクト」と銘打ち、平成27年 度より各
種事業を展開しています。 COC＋の補助期間は平成31年度ま
でとなっています。

。

大学coc事業の開始に当たり、実施体制の整備も行われまし
た。 平成25年、学長の下に琉大コミュニティキャンパス事業マネジ
メント会議を置き、大学COC事業を展開していく琉大コミュニティ
キャンパス事業本部(RCC事業本部）を設置しました。

また、平成28年 には、地域から求められるニ ー ズを的確に把
握し、地域を志向した大学として全学的な地域貢献活動を推進
するため、地域連携推進機構を設置し、RCC事業本部をこの中
に位置付けました。 これによって、大学coc事業、COC十事業
を含めた、大学と地域とのさまざまな連携活動を、より強固に、
スムー ズに行うことができる体制となりました。

独自の地域人材育成プログラム群を開発

さて、では本学のCOC事業では、具体的にどのような活動が
なされてきたのでしょうか。

文部科学省の大学coc事業では、採択された全国の大学
が、それぞれの地域の特徴や大学の強み を活かして、個性的な
事業を展開してきました。 そして琉球大学が特に重視したのが、
沖縄県が多くの島で構成された県であるということからもたら
される地域課題の解決です。

沖縄県は、東西1,000km、南北400kmの海域に点在する
島嶼県であり、学び直しの機会へのアクセスの不便さや低所得
水準など、島嶼地域固有の空間的•時間的•経済的な制約を
持っています。 こうした制約によって、地域の再生•活性化を担
う人材の育成が困難であるという問題があり、県や各市町村と
連携してそうした問題を解決することを本学COC事業の目 的と
して掲げました。
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事業内容としては、まず、本学学生の基本的な地域志向性を
高めることを目 標とした全学的な地域志向型教育カリキュラム
改革が挙げられます。 沖縄の地域活性化、沖縄への地域貢献に
関わる「地域志向科目 」の拡充を行いました。 地域志向科目 は、
平成25年度は351科目 でしたが、平成28年度末には439科目
と、大学COC事業開始以来大幅 に増えました。 この中には、
RCC事業本部が独自に提供している科目 もあります。

地域志向型教育カリキュラム改革の新しい試みとしてこれか
ら本格始動するのが、「地域創生副 専攻 の設置」と 「地域創生科
目 の全学履修体制の構築」です。 これらはCOC＋ として推進さ
れる予 定です。

そして、こうした地域志向型教育カリキュラム改革も取り込む
形で 琉球大学coc事業が、各地方自治体との連携の下、独自に
開発•整備 · 実施したのが、 「学びの高度化プログラム」「能力強
化ヲ □グラム」「学び直し充実強化プログラム」 の、3つ の地域人
材育成プログラム群です。

「学びの高度化プログラム」は、 主に本学学生を対象とした地
域人材育成プログラムです。 これにはまず、上述の「地域志向科
目 」 の拡充 が挙げられます。 各回のテー マに通じ た講師 を学内
から招 くオムニバス形式 の「現代沖縄地域論」など、RCC事業本
部に よ る独 自の授業も開講しました。 「 現代沖縄地域論 」は、年
間約100人の学生を集める人気でした。

琉球大学 が 開発 した 3 つ の 地域人材育成 プロ グラ ム 群

口度 化 フ゜ ロ グ戸

主として本学学生が対象。 地域志向科目 の

拡充、COCの趣 旨 に合う科目 に経費支援す

る「地域志向教育推進プロジェクト」、学生が

チームを作っ て、地域の再生•活性化に主体

的に取り組む公募型となる「地域共創型学

生プロジェクト（ちゅらプロ ）」など。

［ 能 力 強 化 プ ロ グ ラ ム ］

社会人等、 一般の人々 が主な対象。 「サテラ

イト•イブニング ・ カレッジ(RS EC) 」、「知の

ふ るさと納税」、「アドバイザ リ ースタ ッフ派

遣」、「離島の看護師への研究指導 」、「自治

体職員向け研修」など、11件の多彩な「地域

志向プロジェクト」を展開してきた。

［学び直 し充実強化プログラム］

地域における学習環境の整備を目 的とする

事業。 大学と地域がより緊密に結びついた学

びのコミュニティモデルを構築することを目

的に、離島を含む県内6カ所に「琉球大学サ

テライトキャンパス」を設置。公開講座、公開

授業等に毎年多くの受講者を集めている。

•;-
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大学COC事業の趣 旨 に沿う取り組み（授業）に対 して経費支
援を行うのが、「地域志向教育推進プロジェクト」です。 これまで
毎学期（前学期、後学期）8 ～ 17件の取り組み が採択され、特色
のある授業が行われています。

学生が3 名 以上 のチー ムを作って、地域の再生・ 活性化や地
域課題の発見•解決に主体的に取り組む公募型のプロジェクト
が「地域共創型学生プロジェクト」 、通称「ちゅらプロ」 です。 自分
たちが中 心 になって企画 ・ 立案 し、実際に地域に飛 び込んでプ

ロジェクトを実施することによ り、地域の真 の課題を肌で感じ る
ことができるなどの効果を生んでいます。

地域人材育成プログラム群の2番目 が、社会人等、主に一 般
の人々 を広く対象 とした「能力強化プログラム」です。 「地域志向
プロジェクト」という名 の下、これまで11件のプロジェ クトを展
開してきました。 地域志向プロジェクトは、複 数年 間にわたる取
り組み であることが条件となっています。

一 般社会人を対 象 に各種講座を開講する「 サテライ ト• イ ブニ
ング カ レ ッジ(RS EC) 事業」、小 中 学校や各種教育機関に本学
教員が出向き講演や教育に関するアドバイ スを行う「アドバイ
ザ リ ー スタッフ派遣事業」 、離島出身の本学学生が離島に行って
中 高生の学習指導等を行う「知のふ るさと納税」、自治体の職員
を対 象 とした「 自治体職員向け研修」 、離島の看 護 師 の研究能
力育成を目 指す「 島嶼医療における看 護 職の臨 床 看 護 研究能
力育成」などをはじめとし、特徴ある多彩 な取り組み を展開しま
した。 さまざまな地域において、子どもから大人まで、一 般 企業
人から専門職業人等まで、多くの方々 が参加しました。

地域人材育成プログラム群の3つ目 は、地域における学習環
境の整備を目 的とする「学び直し充実強化プログラム」 です。 こ
のプログラムでは、大学と地域がよ り緊 密 に結 びついた学びの
コミュニテ ィモデルを構築することを目 的に、離島を含む県内6
カ所に「 琉球大学サテライ トキャンパス」を設置しました。 公開
講座、公開授業等に毎年500 - 1 ,000人以上 の受講者を集め
ています。 サテライ ト教育シ ステムを活用し、双 方向•多方向型
の教育を実施しています。

琉 大 C O C 事 業 の 成 果 ・ 効 果

去る平成30年 2月23日（金）、沖縄県立博 物 館 · 美 術館 講堂
において、午後1時から5時までの4時間にわたり、「ちゅら島の
未来を創る知の津梁（かけ橋） 」総括 シ ンポジウムが開催されま

した。 平成25年度から29年度まで5年 間にわたって推進してき
た琉球大学COC事業の、まとめとしての成果報告 と、文部科学
省の補助期間終了後の事業継続の方向性についての説明があ
りました。 会場には一 般 の参加者も含め、多くの方々 がいらっ
しゃ いました。

シ ンポジウ ムでは、大城肇学長の開会挨 拶、上 間明西原町長
の来賓 挨 拶 に続き、高知大学のCOC事業統括 •受田 浩 之 高 知
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9 主催 琉球大学地域連携推進機構 琉大コミュニティキャンパス事菓本部

平成30年2 月 23 日 （金） 沖縄県立博物館・ 美術館講堂にて開催された
総括シ ン ポ ジ ウ ム の チ ラ シ

大学副 学長の特別 講演が行われました。 続いて、須 加原一 博 副
学長 ・ 地域連携推進機構長よ り本学coc事業の全体的な説 明
があり、その後、遠 藤光男 RCC事業本部本部長から各プロ ジェ
クトの概要・ 実施状況• 成果等が発表されました。

本学のCOC事業は多様なプロジェクトで構成されているた
め、その成果や効果を数値的なもので単純 に示 すのは簡単では
ありません。 しかし、大半 のプロ ジェクトでは参加学生や参加し
た一 般 の方々 にアンケ ー トを行っており、例 えば学生の回 答 で
は、「地域に対 する関心が増した」「地域についてもっと学びた
いと思うよ うになった」 といった意見をはじめとし、本学coc事
業が学生の地域志向を高めたことが示されています。

また、プロジェ クトによ っては付随的効果も多く見られます。
「知のふるさと納税」では、離島で参加した高校生が琉球大学に
入学し、今度は学生として同プロ ジェクトに関わる、 そして更に
は卒業後に離島の教師となりプロジェクトの受け入れ担当にな
るといった循環型ともいえる人材交 流 シ ステムが生まれていま
す。 「アドバイ ザリー スタッフ派遣」では、同事業で得た知見を教
育学部の教員養 成カリキュラムに活かす取り組み も考えられて

います。 このよ うに、当初の想定を超 えた成果や効果を生んで
いる事業が少なくありません。

一 方で、残された課題もあります。 5 年 間にわたった本学
c o c事業は、沖縄本島の全市町村及び主要な離島と何 らかの
形で連携を持つことができました。 しかし、まだ全離島をカバー

するというところにまでは至 っていません。
総括 シ ンポジウ ムでは、こうした課題も踏まえ、大城学長、受

田 高 知大学副 学長、上 間西原町 長、琉球大学の現役学生で
「 ちゅらプロ」に参加した品 川 玲央さんの4 人をパネリ ストに迎
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シ ンポ ジ ウ ムの最後 に 行 わ れ た パネルディ ス カ ッ シ ョ ン

琉球大学 C O C 事 業 総 括 シ ン ポ ジ ウ ム で登壇 さ れ た 方 々

大城 肇 （おおしろ は じめ）
琉球大学学長

須加原 一博 （すがはら かずひろ） 遠藤 光 男 （えんどう みつお） 品 川 玲央 （しながわ れお）
琉 球 大 学 副 学 長 ・ 理 事 ・ 地 R C C事業本部 本 部 長 琉球大学学生
域連携推進機構長 「ち ゅ ら プ ロ 」 に参加

え た パ ネ ル ディ ス カ ッ シ ョ ン も 行 わ れ ま し た 。

さ ま ざ ま な ア イ デア が 交 わ さ れる 中 、 会 場 を わ か せ た 意見の

一 つ が琉大 学生の 品 川 さ んの 「 実 際 に 地 域 に 行 っ た か ら こ そ 分

か る こ と が 多 く あ り 大変 た め に な っ た 。 し か し 、 こ ん な 魅 力 的 な

事 業 を 、 学生の多 く が知 ら な い の は 残念」 と い う 言葉です。 高知

大学の受 田 副 学長 も 「 貴 重 な 事 業 に つ い て のプ ロ モ ー シ ョ ン を

どの よ う に 行 う の か も 大 事」 、 上 間 町 長 も 「 よ り 開 か れ た 大 学 と

い う 姿 に こ れ か ら も 期 待 す る 」 と い っ た 旨 を 述 べ ら れ 、 こ れ に 応

え る 形 で 大 城 学 長 か ら 「 事 業 の 可 視 化 は 重 要 で あ り 、 そ れ に 向

け て 全 力 を 傾 け る 」 と い っ た 話 が あ り ま し た 。

今後の継続的 • 発展的展開

総 括 シ ン ポ ジ ウ ム で は 、 須 加 原 副 学 長 か ら 、 今後の展 開 方 針

に つ い ての説明 が あ り ま し た 。 以下 、 その概要 です。

上 間 明 （うえま あきら）
西原町長

琉 球 大 学 の 大 学coc事 業 「 ち ゅ ら 島の 未 来 を 創 る 知 の 津 梁

（ か け 橋 ） 」 は 、 平 成 2 9 年度 で 終 了 し ま し た が、 基本 的 に は 、 こ れ

ま での、 す べ て の C O C 事 業 を 何 ら かの 形 で 継 続 し 、 「 地 域 に 貢

献 す る 大 学 」 と い う 本 学 の 基 本 理 念 に 沿 っ て 、 様 々 な 活 動 を 続

け て い き ま す。 例 え ば、 こ れ ま での C O C 事 業 を 、 地 域 連 携 推 進

機 構 の 事 業 と し て 、 あ る い は 各 学部の事 業 と し て 、 そ し て 、 新組

織の設 置 を 含 む 新 た な 地 域 連 携の仕組 み を 作 り 上 げ 、 そ の 中

で 事 業 を 行 う 、 な どの さ ま ざ ま な 施 策 を 計 画 中 で す 。 地 域 貢 献

事業の循 環 型 モ デル と も い える も のを 想 定 し 、 多 彩 な 地 域 貢 献

事業群を 、 県 内 自 治 体 との緊 密 な 連携の下 に 体系 的 に 行 う プラ

ン を 策定 し て い ま す。

平 成 2 9 年 度 ま での C O C 事 業 は 、 い わ ば 、 こ の よ う な 地 域 貢

献 事業の循 環 型 モ デルのキ ッ ク オ フ で あ り 、 そ の実 績 を 踏 ま え 、

琉 球 大 学 は 、 こ れ か ら あ ら た め て 、 本 格 的 な 地 域 人 材 育 成 • 地

域貢献事業 に 取 り 組 ん で い き ま す。
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琉 球 は 動 物 研 究 の 宝 箱

～ 琉大 だ か ら て き る オ ン y ー ワ ン の 研究 ～

北條 亜熱帯島嶼域である沖縄の特徴的なフィールドにおいて
野生動物 の研究を 行なっている理学部海洋自然 科学科生物 系
の伊澤 雅 子 先生の研究室にお邪魔 しています 。 伊 澤 先生は、ヤ

マ ネコ やコ ウ モリ など様々 な種類の野生動物 の研究を 行なって
いて、最 近 では長年にわたるッ シマ ヤ マ ネコのフ ィー ルド研究
を 通じて対馬 でカワ ウ ソ を 発見したこ とでも全国的に注目 を 浴

びました。 まずは先生の代 名 詞とも言えるネコの研究を 行うこ
とになったきっかけを 教えてください。
伊 澤 もともと動物 が好 きで、哺乳類がどんな社会を もってい
るかというこ とに興味がありました。 サルなどは、ボスがいると

かオス• メスそれぞれの中で順位があるとかは有名 で、それまで
の哺乳類の社会の研究は群れを 作って暮らしているものから始
まっています。 一方で単独 で暮らしている哺乳類も、お互いなわ
ばりを 持っていたり、エサの取り合いがあったり、繁殖 の相 手も
探さなければならないので、何か社会があるだろうと思い単独
性の哺 乳類の社会に興味を 持ちました。 九州 大学の大学院生
だった頃に、哺乳類の中でも単独性の強いネコ科を 対象 に、野
良猫の社会の研究から始めました。
北 條 伊澤先生といえばイ リオモテヤ マ ネコの研究が挙 げられ
るかと思うのですが
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伊 澤 1982年に池 原貞雄先生 （当 時、琉球大学名 誉教授）が、
本格的にイ リオ モテヤ マ ネコの生態を 研究す るプロ ジェクトを
環境省と一 緒 に始められ、そのプロジェクトではヤ マ ネコに電
波 発信機を つけて行動を 調 べるこ とになりました。 それは当 時
としては最新の技術だったのですが、私が博士 課程の学生とし
て在籍 していた九州 大学の研究室でその技術を 使っていたこ と
から、池 原先生より声 を かけていただいて、念願のヤ マ ネコ研

究が出来るこ とになったのです。

自 然 科学 系 の 学部 を 持 つ
琉 球 大学 だ か ら こ を

北 條 琉球大学に勤務されるにあたってのモチベ ー ションに
なったこ となどはありますでしょ うか？

伊 澤 1 9 9 1 年 、琉球大学理学部生物 学科 （現 海洋自然 科学

科） に助教授として赴任 しました。 沖縄に来て驚 いたのは、面白
い動物 がたくさんいるのにほとんど研究が進んでいないこ とで
した。 学内や家の庭にでも来るオ オ コ ウ モリ でもその生態は全
然分かっていませんし、ヤ ンバルクイナとかケ ナガ ネズミとか名
前は有名 な動物 も実は生態が全然分かっていないのです。 それ



で、 ヤ マネコ以外の希 少種の研究も始めまし た。 鳥や哺 乳類の
フィ ールド ワ ー クは時間がかかります。 現場で継続し て 調査する

ことが必須ですので、県外の研究者が沖縄に来て やるのはなか
なか難し いです。 自然 科学系 の学部をもつ琉球大学が頑張 ら な
いといけないという気持ちがあります。 沖縄の希 少種の研究 に
ついて 、琉球大学の使命を感じて います。
北條 沖縄の野生動物研究を通し て、本土 の動物との違いにつ
いて感じたことはありますか？

伊澤 ネコというのは、いつも 1 匹で行動して いますが、実は、お
互いのことを把握していて、その関係には私たちが関知できない
目 に見えない） レ ールがあります。 ヤ マネコは一番それがはっきり
し て います。 また、沖縄の動物 の生態には想像 し て いた以上に
「島」 という環境が効いていて、大陸の種とは全然違う食性を持っ
て いたり、違う暮 ら し 方をし て いたりし ます。 個体数も少なく、面
積も小さい中 で生きるためのエ夫がずいぶん違っていて、それが
面白 いですね。 イ リ オモテヤ マネコについて 言えば、あれだけ何

でも食べるネコは海外にいませんので、食べなければならなかっ
た理由があるのでし ょう。 ヤ ンバルクイナもオオコウモリもいろい
ろな餌を食 べます。 そこから 考えると、 やはり島の動物というの
は、限ら れた面積の中 の限ら れた資源をうまく利用するように進
化して きて いるのだろうと思います。 多くの種類の動物を調 査 し
て いますが、だんだんと島の動物 の共通性が分かって き て、それ
がヤ マネコだけを見ているのとは違って面白 いのです。

北條 やんばる地域や西表島では世界自然遺 産登録を目 指し
て いますが、それには地域と一体となって 希 少種の生物保全な
ども考えなければなら ないと思います。 先生はそのような活動
には関わって いるのでし ょうか？
伊澤 もともと私は保全の専門家ではないのですが、どの動物も
個体数が少なかったり、レッド リストに載っていたりという希少種
ばかりなので、保全に関わることもやら ざるを得なくなりまし た。

その関係で、環境省をはじめ林野庁、沖縄県等の委員会の委員も
務めて います。 動物だけでなく植物 も昆虫も希 少種が多すぎて 、
行政機関の方たちも大変だろうと思います。 私だけでなく、琉球
大学の多くの教員が沖縄県の様々 な委員会に入っていますが、そ
れは琉球大学の重要な地域貢献の一つだろうと思っています。

沖 縄 は 研 究 素 材の 宝 庫

北條 理学部海洋自然 科学科生物 系 には全国から 学生が集ま
ると思いますが、 これまでの教育活動において 、 感じたことなど
があれば教えて ください。
伊 澤 沖縄は研究 素 材の宝 庫 です。 沖縄の学生には沖縄の動

物 のことをもっと知って ほ し いですし 、県外の学生が沖縄に来
たら 動物 は外国に来たのと同 じくら い面白 いと思います。 海外
の協 定校の学生と一緒 に実習 するときなど、あの大き なコウモ
リが構内にいるだけで、びっくりし て大喜びし て ますよ。

撮 影 ＝ 琉球大学動物生
態学研究室

高校までは先生の言うことが全て ですが、 大学では先生の知識
を超えることができ るのです。 例 えば、昆虫 のナナフシのことは、
私よりその研究をして いる学生の方がよく知って います。 学生は
教員が知ら ないことでも自分で見つけら れる喜 びがあります。
それはおそら く生物学の強み で、 ずっとフィ ールド に行って いる
学生達は教員より知って いることがありますし、学部生でも論文
を書いて 発表できるので彼 ら も嬉 し いのです。

北條 フィ ールド を用いた研究では、その年の天候や天災など
により、スケジュール通り行かないことがあるかと思います。 学
生の研究テー マはどのように決めら れて いるのでし ょうか？
伊 澤 大学院まで進学するのであれば4年 生の間に研究計画
を立て て 、自分でサンプルを集めて、統計処 理まで出来るような
訓練をしなければいけません。 就職する場合は、就職活動のこ
とも含めて考えます。 アルバイ トをしないと学業が続けら れない
学生もいますので、それも含めて 計 画 を立 て ます。 個別 に研究
スケジュールを考えるのは難しいですが、なるべくやりたいこと
，がある学生にはやりたいことに合わせて 研究計画を考えます。

北條 最後に沖縄での動物 研究 について 、 今後やって いきたい
ことなどがあればお願いします。
伊 澤 最近は技術が進み、大量のDN A の塩基配列を同時に読
み 出せる次 世代シー ケ ンサー を使って 糞 の中 のD N Aを調 べれ
ば糞をした個体の オス • メ スが分かったり、個体が分かったり、
移動のパター ンが分かる時代になりまし た。 もう少しすれば、目

に見えないルールも分かってくるのではないかと思います。 外国
では、糞の中のDN Aを全て調 べて 、周 囲 にいる生物 のDN Aと比
較することにより食べて いるものの全リストを出し て いる仕事も
あります。 イ リ オモテヤ マネコでそれをするためには糞 の中 の
D N Aが何と一致するか、食べら れているものの候補、つまり西表
島の昆虫から哺乳類までのDN A デー タが全て揃って いないとい
けません。 そのような研究はフィ ールド での研究と並行すること
によって 動物の本当の姿 につながります。 沖縄の動物はフィ ール
ド データのないものが多すぎて、分かっていないものだら けです。
琉大の地の利 を活かし て 少しずつでも様々 なデー タを積み重ね
ていき、資料として残していきたいと思っています。
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平成29年11月17日（金 ）から21日（火 ）までの日程で本学研
究者交 流 施設•50周年 記念館 においてR ETl 2017 1 N
OK I N AWAが開催されました。 RETI （島嶼大学間ネットワ ー

ク）は、 2010年7月コルシカ大学（フ ランス）の主導により、島
嶼地域の課題について島の視点から学術的•科学的研究に取
り組む環境を 創出するため、世界中の島嶼に立地する19大学
が集まって設立されました。 琉球大学は、アジアで唯一の加盟
大学となっています。 本会議は、国際沖縄研究所を主体として
本学が主催したもので、世界12ヶ国 ・ 地域から45 名 の研究
者• 学生を 含む総勢100名の参加者が集結し、「島嶼地域の
展望： 持続性と自 律性」をメインテーマとしたシンポジウム、 沖
縄の歴史 や 文化、 自然 を 観察 することを目 的としたエクス
カー ショ ン（県内観察 ）などを 実施しました。 本学交流協定大

ノ ー ベ）V生理学・ 医学賞受賞者
Sir Tim Hunt先生に よ る 特別講演

ノ ーベル生理学• 医学賞を 2001年に受賞されたティム·
ハント先生(Sir T im H unt, FMedSc, FRS) の特別講演
が、 平成29年12月14日に理系複合棟で行われました。 琉
球大学の若者向けに「Seeing something impossible· 
Stum blin g on the secret of the cel l d ivision」の題目
で、科学の面白さと発見の歴史についての講演が行われ、 '
当日は、理学部の学生のほかに、 農学部、 医学部からの参
加もあり、 ノ ーベル賞受賞者による「琉大白 熱サイエンス
講義」となりました。 講演後の質疑も全て英語で行われ、 貴
重な国際ハイスタンダード講義となりました。
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学のグアム大学（米国）や国立彰湖科技大学（台湾）等のアジ
ア• 太平洋地域に所在する島嶼大学からの参加もあったこと
が、今回の特色のひとつとなりました。 地中海• 大西洋地域、
アジア 太平洋地域の島嶼大学の交流により、 今後は全世界
の島嶼大学間における学術連携の推進が期待されます。

琉球大学チ ームが「2017年度 enPiT BizSysD 
分野ワ ーク シ ョ ッ プ」 に て優秀賞（ 第一位 ）受賞

平成30年2月22日に筑波大学東京キャンパスにて開催さ
れた2017年度enPiT BizSysD分野ワ ークショップで、本学
学部学生のチ ームar-h（情報工学科3年生大城由也さん、
永田有海さん、嘉数りささん、喜友名優花さん、 平元嶺河さ
ん）が優秀賞（第一位）を獲得しました。 今回、 ターゲットユー

ザーを 5歳程度の未就学児と設定し、 拡張現実(AR)技術を
用いた「おままごとハウス」を開発しました。 子供達がタブ
レットを動かしたり、触ったりしながら「おままごと」 をするこ
とができます。 「 IT津梁まつり2018」にも出展し、60組以上
の親子に体験してもらい、 高い評価を受けました。



「 M C で人気者 に な ろ う ！ 」
琉大 2 1 世紀フ ォ ー ラ ム を 開催

平成30年1月29日、 テ レ ビ • ラジオ · イベ ント司 会等で
活躍 中 の「 ひ ー ぷ ー 」こと真栄 平仁氏を講師に招 いた
第95 回 琉大2 1 世紀 フ ォ ー ラムが開催 されました。
「 MCで人気者になろうl 」をテー マに、自身のエピソ ー

ドを交えたお話が会場を笑いの渦に巻き込みました。

琉大農場祭 り
第 1 5 回 ワ ーク シ ョ ッ プin千原 を 開催

平成29年 12月9日（土）に本学千 原フィー ルドで、琉
大農 場祭 りが開催されました。 今回 は天気にも恵 ま
れ、教職員、学生や地元の方々 など367人が参加、研
究紹介や牛 の放牧体験などが行われ、フィー ルドの現
場に親しんでもらう貴重な機会となりました。

平成29年9月26日、株式 会社JALJTAセー ルスより、学生
が企画 した「滞在型旅行商品 」が発売されました。 「東洋大
学との合同インター ンシップ」における取り組み で、観光産
業科学部による「 産学連携サー ビス経営人材育成事業」の
一環として、実施しました。 本学からは、観光産業科学部3年
赤嶺 由 香子さん、浦麗美さんの2名 が参加し、東洋大学国際
地域学部の4名 と共に発案し、各施設へのヒアリング、商談
を10日間で行い、JALJTA セー ルスヘのプレゼンを経て、
「インスタ旅」 「かりゆしウェ ア作り」 などの5つの企画 の商
品化が実現しました。

平成30年2月24日（土）に中央大学後楽園キャンパスで
行われました。 宮田龍太助教（工学科エネルギ 一環境工学
コース）と嘗間愛晃准教授（知能情報コ ース）を中心とする
連合チーム(Team Ryukyu)が研究発表を行い、解析の
独 自性が評価され、準優勝を獲得しました。

理工学研究科海洋自然科学専攻の留学生が
国 際ワ ーク シ ョ ッ プて

‘、
ベス ト ポ ス タ ー 賞 と 受賞

平成29年 11月10日～ 12 
日に、 「 第11回環東シナ海
における水産学 • 海洋 学に
関する国際ワ ー クショ ップ」
が長崎大学で開催されワ ー

ク ショップのポスター セッ
ションにおいて、理工学研究
科修士 課程2年 Ee S ua n  
Ta n さんがB est Poster 
Award を受賞し、表彰され
ました。
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琉 球大 学 開 学 7 0 周 年 記 念事 業
2 0 2 0 年 、 琉球大学 は 開 学 7 0 周 年 を 迎 え ま す。 こ の 記念 す べ き節 目 に あ た り 、
琉球大 学 の 発展 を 期 す る 事業 と して 、 ま た 地域社会 の 発 展 に 貢献 し う る 事業 と
し て 「琉球大 学 開 学 7 0 周 年記 念 事 業 」 を 実施 い た し ま す。 こ の 事 業 を 通 じ て 、

琉球大 学 は地域社会 や 国 際社会で活躍できる 人 材 の 育成 に 取組む と と も に 、
豊 か な 社 会 を 皆 さ ま と共創 し て 参 り ま す。
何 卒 、 趣 旨 に ご賛 同 く だ さ り 、 格別 の ご支援並び に ご協 力 を 賜 り ま すよ う お願
い 申 し 上 げます。

大学発ベ ン チ ャ ー の支援

奨学 ・ 教育研究 ・ 国際交流
奨励事業の拡充

国際交流シンポジウムの開催

記念式典及び記念誌の発行

左）国立大学法人琉球大学
第 1 6代学長

中）琉球大学同窓会 会長
（沖縄石油ガス株式会社代表取締役会長） 一 奇ヒ 甚L §息う:

右） （公財）琉球大学後援財団理事長
（株式会社琉球銀行代表取締役会長） 4と力戊 オ東t冬

大城

キ ャ ンパス環境 の 整備

肇

当記念事業へ の こ寄附は、 税制上の優遇措置が受 け られます。

個人から の ご寄附は、 確定申告の 際 に 「税額控除」 「所得控除」 の どち ら か控除額の有利 な方を お選びいただけます。

法人か ら の ご寄附は、 一般寄附金の損金算入限度額と は 別 に 、 特別の損金算入限度額が設 け ら れてお り 、 この分に は法人税が課税されません。

【募金方法】 口座振込によるご寄附が利用 いただけます。 所定の払込取扱票（振込用紙） がお手元にない場合は郵送いた しますので、 下記へお問い合わせ下さい。

L 

t悶ごぷi：学後援財□(：:：ロニ
先 x土

；：；｀｀二二：：：

て 】

：富ごは；局 ］

、． 広 報 戦 略 担 当 理 事 編 集 後 記 花 城 梨 枝 子 ；
キ ャ ン パ ス の 春 は 、 ま だ高校生を 半分残 し た 初 々

し い新入生の 闊歩で始ま り ます。 叫ぶよ う なサ ークル
の勧誘合戦を浴びて生協へ 、 新 品 の学生カ ー ド を 掲
げて 図書館へ。 こ の ニ ュ ー ス レ タ ー で は 、 活 発 に 動 い
て い る “

こ れ か ら の 琉大
＂

が わ かる よ う 、 春 の 号 に 相
応 し い特集を 2 つ取 り 上 げ ま した。

特集］ 「学長 対 談 日 本社 会 の 未 来 を 拓 く に は」 で
は 、 沖縄を牽引 する大学であ り た い と い う 、 琉大の こ
れから の社会的役割が学長と北 山禎介氏 との対談で
語 ら れ て い ます。

ま た 特 集 II 「 ち ゅ ら 島 の 未 来 を 創 る 知 の 津 梁」 で
は 、 地域人 材 育 成 プ ロ グラ ム 、 地域コ ミ ュ ニ テ ィ の

中核を 目 指 す琉大の 取 組 を 紹 介 し ま し た 。 いずれの
特 集 も 、 創 立 時 か ら の 琉大 の 使命 の ひ と つ で あ る
「地域貢献」 を 取 り 上 げて い ます。

研究者紹 介 は 、 イ リ オ モ テ ヤ マ ネ コ 研究で著名な伊
澤教授です。 野良猫の社会研究 か ら 始 ま り 、 動物研究
に つ いて の 琉大の地の利 、 西 表 島 の 昆 虫 か ら 哺乳類
までの 糞 中 の D N Aデータ を 集 め た ら 新 し い 発見がで
き そ う と の こ と。 研究 の わ く わ く 感が読者の皆さ ま に
伝わるよ う U RA （研究企画室） が編集に協力 しま した。

研究や教育 は も ち ろ ん の こ と 、 地域へ の 貢 献 も し
っ か り と示して 、 地域か ら信頼され愛される 琉球大学
で あ り た い と 願 い ま す。
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